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○内 容 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 

【スポーツが開く地域・ビジネスの可能性】 
日 時:  令和２年１０月１６日（土）１３:００～１６：００ 

受講者数: ５名 

会 場： 神戸商科キャンパス 教育棟 III C216号室 

講 師:  国際商経学部 准教授 和田真理子 教授 伊藤克広 教授 松村浩貴 
 

この講義では、都市地理学の見地から地域コミュニティにおけるソーシャル・キャピタ

ルの重要性を学んだあと、スポーツを切り口に、地域スポーツクラブとコミュニティ・レジ

リエンスの関係性、スポーツウェアやスポーツシューズのマーケティングにおけるブラン

ドロイヤリティの役割などについて学びました。 

 

 

 

 

 

 

今回の公開講座では、スポーツをキーワードに３名の講師による講義が行われました。まずは、

近年注目されているソーシャル・キャピタルについて学術的な説明と併せて、近隣の団地の実例を

交えた講義が行われました。地域コミュニティで活躍する NPO が元々は地域のスポーツクラブの

メンバーによって始まった例が出され、次の講義の話題に結びつきました。2番目の講義では、ス

ポーツ社会学の見地から、地域スポーツクラブとコミュニティのレジリエンスについて、震災など

自然災害の際に地域スポーツクラブが果たした役割などが話されました。最後の講義では、スポー

ツ用品のマーケティングについて、消費者行動の視点から解説され、スポーツウェアやスポーツシ

ューズについて実際のブランドの話が例に取り上げられました。ナイキやアディダス、プーマのマ

ーケティング戦略については受講者から大変興味が寄せられました。開催時期が非常事態宣言解

除直後のためか直前の受講キャンセルも数人出ましたが、講座は終始和やかな雰囲気で、出席され

た受講者の皆様から「非常に満足」との感想が寄せられました。 

 

 


